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歯科インプラント治療の成功の要素の一つに歯科技工の「精度」が

挙げられます。 
その技工の精度を向上させる為には（具体的に）患者様の資料の採

集、治療計画、技工行程の検討が大切です。 
 
トピックは	
 咬合、形態、色調、審美	
 です。 
この項目をどう捉え、取り組み、そしてその結果として「患者様の

満足を得ることが出来るか」考えます。 
	
  
また近年の急速に進むデジタル化に注目しています。 

 CAD/CAM、３Dプリンターの利用、口腔内印象法、CTによるトッ 
 プダウントリートメント、ガイド利用などです。 
 また、治療データの保存、マネージメント、広告、プレゼンまで多 
 岐に渡り活用と普及が進んでいます。正確で便利だからです。 
 今後は AIも含め進化して行くと思われます。 
	
  

	
 ただ一方では、従来のアナログ法も見直されています。 
一般的な絵画やその技法、音楽などの芸術分野で多く見られます。 
歯科技工においては、歯牙形態の回復や材料を駆使した色調の再現

など、クリエイティブな部分に取入れられています。そこには「本

質を大切にしたい」という人間の本来持っている「感性と創造、創

意工夫」が技術の向上に繋がるのではないか、つまり「アナログと

デジタルの両立を計ることが成功の鍵」と考えます。 
	
  
以上を臨床例と共に歯科技工士の立場から解説させて頂きます。 
 


